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概要 

本記事では、具体的な AIの応用例とともに、AI技術をグローバルな EC戦

略にどのように組み込むことが可能かを掘り下げていきます。 
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1 はじめに：海外 EC市場での成功の鍵、サプライチェーン管理と AIの役割 

 

現代のビジネス環境では、越境 EC市場への進出は、多くの企業にとって避け

られない戦略的ステップとなっています。そして、日本の企業が EC市場を介

してグローバルな競争に参入する際、サプライチェーンの効率化は重要な成功

要因となります。なぜなら、海外市場への展開を成功させるためには、複雑な

物流、在庫管理、供給網の調整といった課題を克服する必要があるためです。 

 

サプライチェーンの革新のためには、AI（人工知能）技術を導入、活用するこ

とが有効です。AIは、大量のデータをリアルタイムで処理し、予測分析、自動

化された意思決定、そして需要と供給の最適化を実現します。例えば、AIは過

去の消費者行動データを分析し、将来のトレンドや需要変動を予測することが
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可能です。これにより、企業は過剰在庫や在庫不足の問題を事前に防ぐことが

でき、より効率的な在庫管理が可能になります。 

 

さらに、AIは物流プロセスの効率化にも寄与します。AI技術を用いたルート

最適化や配送スケジューリングは、配送時間の短縮とコスト削減を実現し、グ

ローバルな配送ネットワークの運用を大幅に改善します。こうした技術的進歩

は、海外 EC市場での競争力を高めるために、日本企業が積極的に取り組むべ

き領域といえます。 

 

このように、AI技術を活用したサプライチェーンの最適化は、海外 EC市場で

成功を収めるための鍵となります。 

 

2 グローバル ECサプライチェーンの課題 

 

グローバル EC市場への進出は大きな機会をもたらす一方で、複数の国や地域

にまたがる物流の複雑性という大きな課題も伴います。異なる国々の法規制、

税制、文化の違いは、商品の流通と配送プロセスに多大な影響を及ぼすため、

企業のサプライチェーン戦略は、深い洞察と柔軟性を求められることになりま

す。 

 

特に、国際物流の管理では、適切な配送方法の選定、効率的な税関手続き、そ

して時には予測不可能な遅延への対応が必要となります。これらを管理するた

めには、精緻な物流計画と実行が不可欠であり、国際的な物流パートナーとの

綿密な協力が求められます。また、各国の法規制に準拠しながら、コスト効率

とサービス品質を維持するバランスを取る必要があります。 

 

在庫管理の面では、国際的な需要の変動への迅速な対応が課題となります。世

界各地での消費者の嗜好は急速に変化するため、どの市場にどの商品をどれだ

け供給すべきかを判断するには、高度な分析能力と柔軟性が要求されます。過

剰在庫や在庫不足といった問題が生じると、企業の収益に直接的な影響を及ぼ

す可能性もあります。 

 

このような状況の中、AI技術の活用に大きな期待が寄せられています。AIは

大量のデータをリアルタイムで分析し、需要予測の精度を向上させることが可

能です。また、AIを利用することで、異なる市場の需要パターンを把握し、在

庫レベルを自動的に調整するシステムを構築することができます。さらに、AI
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は物流プロセスの最適化にも寄与し、配送ルートの計画や配送時間の短縮な

ど、国際物流の効率化にも大きく貢献します。 

 

グローバル ECサプライチェーンのこれらの課題は、適切なテクノロジーの適

用によって克服可能といえるでしょう。AI技術を活用することで、国際市場で

の競争力を維持し、グローバルな規模でのビジネス展開を加速するための基盤

を築くことができます。 

 

3 AI技術の基礎と ECにおける応用 

 

3.1 AIとは何か？：EC業界での機械学習とデータ分析 

 

人工知能（AI）は、データから学習し、問題を解決またはタスクを実行する能

力を持つ技術です。EC業界では、AIの技術のうち、「機械学習」と「データ

分析」が中心的な役割を果たすと考えられます。機械学習は、消費者の行動パ

ターン、購買履歴、商品閲覧データなどの大量のデータを分析し、それに基づ

いて予測モデルを構築します。これにより、顧客の次の動向を予測し、パーソ

ナライズされた商品推薦やプロモーションを提供することが可能となります。

データ分析を通じて、消費者のニーズや市場のトレンドをリアルタイムに把握

し、EC事業者は、より迅速かつ効果的に顧客対応を行えるようになります。こ

の技術の進化は、顧客体験の向上と効率的なマーケティング戦略の実現に寄与

しています。 

 

3.2 ECサプライチェーンにおける AIの実践事例 

 

ECサプライチェーンにおける AIの応用は、在庫管理、物流、顧客サービスの

最適化に大きな変革をもたらしています。たとえば、大手 ECプラットフォー

ムでは、AIを使用して顧客の購入履歴と検索データから需要予測を行い、どの

商品がどの地域で人気があるかを予測しています。これにより、在庫を地理的

に最適化し、配送センターに必要な商品を事前に配置することができます。ま

た、配送ルートの最適化では、AIが交通状況や配送先の集約度を分析し、最も

効率的な配送ルートをリアルタイムで生成します。これにより、配送コストの

削減と顧客への迅速な配送が可能になり、顧客満足度の向上に直結していま

す。さらに、AIはカスタマーサポート内でチャットボットとして活用され、顧

客からの問い合わせに対して即時かつ 24時間体制で対応することが可能で
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す。これらの事例からもわかるように、AI技術は ECサプライチェーンの各段

階で革新を推進し、効率と顧客体験の両方を高める役割を果たしています。 

 

4 サプライチェーン効率化への AIの適用：EC業界の革新 

 

EC業界におけるサプライチェーンの効率化は、市場競争力を保持する上で重要

な要素です。この効率化の中心にあるのが AI技術の応用であり、特に需要予

測の改善と物流・配送の自動化がカギを握っています。 

 

需要予測に AIを活用することで、企業は在庫最適化を大幅に進化させること

ができます。AIモデルは過去の販売データ、季節性、市場動向、消費者行動の

変化など多岐にわたる変数を分析し、将来の需要を正確に予測します。この精

度の高い予測により、企業は過剰在庫や在庫不足を防ぎ、資本の無駄遣いを削

減し、需要に応じて迅速に商品を供給する体制を整えることが可能です。さら

に、需要の正確な予測はプロモーションや価格戦略の最適化にも寄与し、収益

性の向上を実現します。 

 

物流と配送の効率化においても、AIが重要な役割を果たします。自動化された

物流システムは、倉庫内の在庫管理から商品のピッキング、梱包、出荷に至る

までのプロセスを効率化します。例えば、ロボティクスと AIを組み合わせた

倉庫管理システムは、人間の労力を大幅に削減し、エラーの可能性を低減しな

がら作業効率を向上させます。また、AIによるルート最適化は、配送トラック

のルートをリアルタイムで計算し直し、交通状況や配送先の変更に迅速に対応

します。これにより、燃料費の削減や配送時間の短縮が図られ、顧客満足度を

高めることができます。 

 

このように、AIの適用によって EC業界のサプライチェーンは大きく進化し、

需要予測の精度向上と物流・配送の効率化を実現しています。これらの技術的

進歩は、グローバルな競争が激しい EC市場で企業が生き残り、成長を遂げる

ための不可欠な要素となっています。今後も AI技術のさらなる発展が EC業界

に新たな革新をもたらすことが期待されています。 

 

5 AIを活用したサプライチェーンの最適化戦略：海外 EC事業の加速 

 

AIの導入によるサプライチェーンの最適化は、海外 EC事業の成功に直結して

います。実践的なアプローチを取り入れることで、多くの企業が効率的かつ持
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続可能なサプライチェーンを構築しており、これらの成功事例から学ぶことは

非常に価値があります。 

 

一例として、AIを利用して全体的な在庫管理を革新した EC企業の事例を紹介

します。この企業は AIベースのツールを導入して需給予測の精度を高め、地

域に応じた在庫配分を最適化しました。AIが生成するデータ駆動型の洞察に基

づき、製品の需給バランスを取りながら、過剰在庫と在庫切れを大幅に削減す

ることに成功しました。また、AIを用いたルート最適化により、国際物流のコ

ストを削減し、顧客への配送時間も短縮されました。 

 

他にも、AIを活用してサプライチェーンの透明性を向上させ、持続可能な運営

を実現している EC企業もあります。この企業はサプライヤーからのデータを

リアルタイムで収集し、AI分析を通じて供給網全体のリスクを評価していま

す。このアプローチにより、潜在的な問題を早期に特定し、迅速に対応するこ

とで、供給中断のリスクを最小限に抑えることが可能になりました。 

 

これらの事例から明らかなように、AIをサプライチェーンに組み込むことは、

単に内部プロセスを効率化するだけでなく、グローバルな規模での競争力を高

め、顧客満足度を向上させるためにも極めて重要です。AI導入の実践的アプロ

ーチは、システムのカスタマイズ、スタッフの研修、持続的なデータ分析と改

善を含むべきであり、これらが組み合わさることで、海外 EC事業の成長を加

速させる効率的かつ革新的なサプライチェーンが構築されます。 

 

総じて、AI技術を活用したサプライチェーン管理は、企業が海外市場で持続可

能かつ競争力のある運営を行うための鍵となります。成功事例から得られる洞

察を活かし、戦略的な実装計画を立てることが、海外 EC事業を次のレベルへ

と押し上げるためには不可欠です。 

 

6 海外進出・海外展開を検討するスタートアップは専門家との連携をご検討

ください 

 

AI技術の急速な進化は、グローバル EC市場におけるサプライチェーン管理を

根本から変革しています。この技術が持つ潜在能力を最大限に活用すること

で、海外展開を目指す企業は、未来に向けて大きな一歩を踏み出すことができ

ます。 
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AIの進化は、特にデータ処理能力と機械学習アルゴリズムの精度向上により、

需要予測の精度を格段に高めています。これにより、企業は在庫レベルをより

正確に管理し、過剰在庫や品切れのリスクを最小限に抑えることが可能になり

ます。また、AIは顧客行動の分析を通じて、地域ごとの消費傾向や好みを把握

し、商品のパーソナライズやマーケティング戦略を最適化するのに役立ちま

す。これにより、地域特有の市場ニーズに迅速に対応し、顧客満足度を高める

ことが可能になります。 

 

さらに、AIは物流と配送プロセスの自動化を推進し、国際配送の効率とスピー

ドを向上させています。AIによるルート最適化やリアルタイムの配送追跡は、

配送コストの削減とオペレーショナルリスクの低減に寄与し、国際市場での配

送競争力を強化します。 

 

海外進出・海外展開を検討しているスタートアップにとって、AI技術の導入は

大きな機会をもたらす一方で、多くの法的な課題も伴います。各国の法規制、

税制、知的財産権の保護など、国際ビジネスを取り巻く複雑な法的環境に適切

に対応するためには、専門家、特に国際法務に精通した弁護士との連携が不可

欠です。法律の専門家は、これらのリスクを事前に識別し、適切なリーガルチ

ェックを通じて、スタートアップがグローバル市場で法的な問題に直面するこ

となく、ビジネスを展開できるよう支援します。 

 

将来的には、AIとデジタル技術の更なる統合が進むことで、企業は世界各地の

市場動向をリアルタイムで捉え、それに応じた戦略的な判断を下すことができ

るようになるでしょう。このような環境では、AIがグローバル EC市場におけ

る競争のルールを再定義し、企業が持続的な成長を遂げるための鍵となると予

測されます。 

 

ファースト＆タンデムスプリント法律事務所では、弁護士によるご相談やリー

ガルチェックのご依頼をお受けしていますので、いつでもお問合せください。 

 

弁護士法人ファースト&タンデムスプリント法律事務所 

メール相談：info-fts@tandemsprint.com 

（代表弁護士：小野智博） 

 

※本稿の内容は、2024年 8月現在の法令・情報等に基づいています。 
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